
大阪市立榎本小学校 平成２６年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【学力の向上】 

① 本年度の学習理解度到達診断（しんだんテスト）の正答率８割以上の児童の割合を、

全学年で昨年より向上させる。       （カリキュラム改革関連） 

② 本年度の「学校アンケート」で、「授業がわかる」の項目について、「よくあてはま

る」「あてはまる」と回答する児童の割合を、低…75％、高…70％以上にする。                      

（カリキュラム改革関連） 

③ 「26 年度授業アンケート」で、「お子さんは、授業の内容がわかるようになって 

いますか」の項目について、「よくあてはまる」「あてはまる」と回答する保護者の割

合を、全学年で 65％以上にする。        （マネジメント改革関連） 

Ｂ 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進 捗

状況 

取組内容①【習熟度別少人数授業の実施】       

 国語・算数の習熟度別クラス編成時にレディネステストや児童アンケートを実施し、

適正なクラス編成をするとともに、教材の開発を行う。（ｶﾘｷｭﾗﾑ改革関連)   Ｂ 

指標 単元ごとにレディネステストやアンケートをもとにクラス編成を行う。 

取組内容②【言語力や論理的思考能力の育成】 

読解、記述、コミュニケーションなど、多様な言語活動を、各教科において実施する。 

                                          （カリキュラム改革関連） 
Ｂ 

指標 言語活動の取り組みを、全ての学年で計画的に行う。 

取組内容③【家庭・地域・外部諸団体との連携推進】 

 学級文庫および習熟教材を充実させ、家庭・地域・外部諸団体との連携のもと、読書

習慣の定着や各教科学習の理解を進める。 (カリキュラム・サポート改革関連)   
Ａ 

指標 ＰＴＡや地域・各種団体・学生などのボランティアに多く参画してもらう。 

取組内容④【研究授業を伴う校内研修の充実】 

 全学年・ひまわり・ひかりの会で研究授業を実施するとともに、各種研修会を行い、

授業力・対応力の向上を図る。          （マネジメント改革関連） Ａ 

指標 年間７回以上の研究授業 

取組内容⑤【研究授業を行う若手教員の育成】 

 全教職員総がかりで、若手教員の育成に取り組む。 （マネジメント改革関連） Ｂ 

指標 全若手教員が研究（公開）授業を実施する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 すべての項目において計画通りに進めることができた。学級文庫の充実は平均７０冊を達成

し、進んで読書する児童が増加した。 

積極的に授業研究を行い、校内外の研修会にも参加し、授業力・対応力の向上に対する意識が

高まった。昨年度より、数値の伸びも見られた。 

今後への改善点 

 授業力については今後も改善・育成が必要である。また、教員一人ひとりの対応力向上ととも

に、組織としての対応の在り方も見直し、スキルアップを図っていくことも必要である。 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなか

った 



大阪市立榎本小学校 平成２６年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

年度目標 
達成

状況 

【道徳心・社会性の育成】 

①  本年度の「学校アンケート」の「友だちとなかよくできている」「私にはいいところ

がある」等の項目について、「よくあてはまる」と回答する児童の割合を、昨年度より

5 ポイント以上増加させる。 （カリキュラム改革・サポート改革） 

②  本年度の本校の「いじめアンケート」の「仲間はずれにされる」「嫌なことをいわれ

る」の項目について、「０」を目指す。（カリキュラム改革・サポート改革） 

③ 生活指導上の対応件数を、「毎日３件程度」に減らすとともに、保健室対応件数を、「毎

日 20 件程度」に減らす。    （カリキュラム改革・サポート改革） 

④ 児童・保護者・地域が「えのもとの森」を通して、東北地方（陸前高田）と絆を深める

ことにより、社会貢献の精神（命を思う心情）を育成する。 

                     （カリキュラム改革・サポート改革） 

Ｂ 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進 捗

状況 

取組内容①【道徳教育の推進】 

 児童会を中心に「あいさつ運動」を実施し、あいさつができるようにするとともに、き

まりを守るための強調週間を設ける    (カリキュラム・サポート改革)   
Ｂ 

指標 「あいさつ運動」や強調週間を、チェックカードをもとに振り返る。 

取組内容②【保護者・地域との連携】 

 「えのもとの森プロジェクトチーム」による「えの森から発信する、心・校内オアシス

化計画」を立ち上げ、活動を展開する。  (カリキュラム・サポート改革)             
Ａ 

指標 月に１回、「プロジェクトチーム」を開き、PDCA サイクルで計画を進める。 

取組内容③【特別活動】 

 「縦割り班」や「分団班」編成により、異学年交流を深める。 

                               (カリキュラム・サポート改革 )  
Ｂ 

指標 月に１回、縦割り班活動を実施するとともに、毎日の分団活動を充実する。 

取組内容④【防災教育の推進】 

 「警備及び防災の計画」「安全対策マニュアル」に基づき、災害時に備えた訓練を実施す

る。                （カリキュラム・サポート改革） 
Ｂ 

指標 通常の避難訓練と保護者・地域・近隣学校園との合同避難訓練を実施する。 

取組内容⑤【いじめへの対応】 

校内体制を中心に、全教職員で共通理解を図り、対策を講じる。 

（カリキュラム・サポート改革） 
Ｂ 

指標 「いじめアンケート」を学期に１回実施する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 地域が支援している陸前高田へ「花と心の交流」として花や音楽を届ける活動を通して、地域関

係諸機関とも連携をさらに深めることができた。えのもとの森を生かした活動を通して、社会性を

育てるとともに自尊感情も少しづつ高まりを見せてきている。 

今後への改善点                 

これまでの取り組みの結果「いじめ」はかなり減る傾向にある。しかし、本校の目標である「０」

にはなっていない。今後さらに早期対策・早期対応が取れる体制作りを進めたい。 

 自尊感情について高まりは感じられるが、まだまだ低く大きな課題であることに変わりはない。

これまでの取り組みを再検討しながら、新たな取り組みも積極的に取り組む必要がある。 



大阪市立榎本小学校 平成２６年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【健康・体力の保持増進】 

①本年度の新体力テストの数値の伸び率を高めるために、体育科の授業研究会を全

学年が計画的に行う。（カリキュラム改革） 

②「健康生活習慣」などをとおして、健康な生活習慣が身につくようにする。 

                          （カリキュラム改革） 

③食事の大切さを知り、自分の健康を考えて食事ができるように、栄養指導を計画

的に行う。                （カリキュラム・サポート改革） 

Ｂ 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【体力づくりのための活動の開発】 

 いろいろな外遊びの指導やなわとび・かけ足週間を活用し、体力向上への意識を

高める。                       (カリキュラム・サポート改革)   
Ｂ 

指標 いろいろな遊び方を指導し、日常的に体力が高まるようにする。 

取組内容②【体育科授業の充実】 

 体育科の授業を計画的に行い、授業の充実を図る。   （カリキュラム改革）                 Ｂ 

指標 全学年が年間計画に基づいて研究授業を行う。 

取組内容③【健康な生活習慣の確立 １】 

 健康な生活習慣が身につくように、家庭と連携して指導する。 

                      （カリキュラム・サポート改革)                 
Ｂ 

指標 チェックカードや振り返りカードを活用する。 

取組内容④【健康な生活習慣の確立 ２】 

 食事の大切さについて、「給食・栄養だより」等で、児童・保護者に啓発を図る。 

                     （カリキュラム・サポート改革) Ｂ 

指標 「給食・栄養だより」を月１回、発行する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 「がんばる先生」支援事業に取り組み、大学の教授からも指導を受け、子どもたちの体力

向上をめざして、体育科の授業改善に取り組んだ。 

次年度への改善点 

 体力向上についての教職員の意識は年々高まってきている。微増ではあるが、子ども 

たちの数値も上がってきている。来年度も子どもたちの体力向上に向け、年間を通して取り

組めるカリキュラムを作成し、より具体的な取り組みを増やし、体力・運動能力調査の数

値を上げていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなか

った 



大阪市立榎本小学校 平成２６年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【教職員の資質向上】 

①  本年度の「学校アンケート」の「授業がわかる」の項目について、「よくあて

はまる」が、昨年度より上回るようにする。      （カリキュラム改革） 

②  本年度の「授業アンケート」で、「お子さまは、授業の内容がわかるようにな

っていますか」の項目について、「そう思う」と回答する保護者の割合を、全学

年で５０％以上にする。               （マネジメント改革） 

③  毎日の生活指導上の対応件数が、昨年度より減るようにする。 

                     （マネジメント・サポート改革） 

④  本年度の「授業アンケート」で、「学校は楽しいですか」の項目について、「そ

う思う」と回答する児童の割合を、７０％以上にする。 （マネジメント改革） 

Ｂ 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【コンプライアンスの意識を高める】 

 教育公務員としてのあるべき姿を常に意識し、各自が日々資質の向上を目指す。 

(マネジメント改革)   
Ｂ 

指標 月１回、互いに点検し合う体制を確立する。 

取組内容②【“体罰絶対悪”の意識を深める】 

 全教職員が、児童・保護者に寄り添い、自尊感情を高める資質を身につける。 

 (マネジメント改革)          
Ｂ 

指標 月１回、互いに点検し合う体制を確立する。 

取組内容③【「教職員としての生き抜く力」を体現する】 

 全教職員が、日々の課題に挑戦し、乗り越えていく「教職員としての生き抜く力」

を身につける。                       (マネジメント改革)       
Ｂ 

指標 月１回、各自が自己点検する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 職員会議、学年打ち合わせ会を通して、毎回教育公務員としての立場を認識するととも

に、「子どもに寄り添う教育」の実践に取り組んできた。その結果、児童・保護者のアンケ

ートの数値も上がってきている。 

次年度への改善点 

 教職員の資質向上に向けた研修会を今後も定期的に行う。 

 児童・保護者の意識について、継続的かつ具体的な内容の意識調査を行い、目標設定を

行う。 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなか

った 


